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－レバーは左右にも多少動かせるようになっていますので、レバーの位置を

変えたときは弦が正しくフレットの溝に入るように気を付けてください。レ

バーを上げたときに弦がフレットの溝とずれているとレバーをあげるときに

かすかな雑音が出ることがあります。

－レバーの位置を変えて音程をチェックし、狂いがわずかでしたらナットを

回すことによって微調整します。この方法で妥協することなく音程を正しく

することができます。

－最高音部はスペースが狭く、レバーの位置を変えることはほとんど不可能

ですが、ナットを回すことだけで音程を正しくすることができます。

－もしレバーを上げても音程がまったく変わらないときは、弦がナットの溝

から外れていることが考えられます。レバーを上げたときに弦が溝から外れ

てしまうのはナットが長過ぎるからです。弦をナットの溝にはめ。ナットを

右に回して奥に入れてからチェックしてください。もちろんその後で音程も

チェックします。
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ヘクサドライバーの先端
 

 

 

一半音の間隔が大きく狂っている場合はレバー

を止めている2本のネジを緩めてレバーの位置

を上に上げると半音の間隔が狭まり、半音が低

くなります。高くしたい場合はレバーを下に下

げます。このときヘクサドライバー（別名ヘク

スロードライバーまたはトルクスドライバー）

という先端が星形になっているドライバーを使

います。サイズは９番です。このドライバーは

ヨーロッパでは一般的なものですが、日本でも

最近は工具屋やホームセンターはもちろん、100

円ショップでも見かけるようになりました。
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弦の素材による種類

　カマックのレバーハープにはナイロン弦、アリアンス弦、フルオロカー

ボン弦、ガット弦の４種類があり、モデルによって使う弦は決まっていま

す。各素材によって最高の音が出るように設計されていますので、本来の

弦を常にお使いください。例えばナイロン弦の楽器にガット弦を張るなど

、違う弦を張った場合に音色が悪くなるばかりでなく、張力の違いで楽器

が壊れる場合もあり、保証の対象外となります。

　ガット弦の楽器も最高音から１オクターブＦ（３Ｆ）まではナイロン弦が

張ってあり、またどのモデルも５オクターブＣ（27Ｃ）以下最低音まではワ

イヤー弦が張ってあります（但しオデッセイだけは27Ｃもナイロン弦です

）。もし弦を注文するとき、あなたのハープがどの弦かわからない場合は

モデル名を言えば販売店で判断します。

弦の本数による種類

レバーハープの弦の本数にはさまざまな種類があり、カマックハープでは

最も小さな27弦から、グランドハープに近い40弦まで13種類のハープが

あります。しかしいずれもCの弦は赤、Fの弦は青または黒に色付けされ

て見分けられるようになっています。

チューニング

　レバーハープは変ホ長調にチューニングするのが一般的です。つまりＢ

とＥとＡの３音を♭に、他はナチュラルにチューニングしてＥ♭から長調

の音階になります。これによって♭が３つまで、♯が４つまでの調が演奏

可能となります。

　チューナーを使う場合は赤い弦からＣ，Ｄ，Ｄ♯，Ｆ，Ｇ，Ｇ♯，Ａ♯に

合わせると変ホ長調になり、ハ長調にする場合はＢとＥとＡの３つのレバー

を上に上げます。

　　　

Ⅳ　レバーを上げた時、半音の音程が狂っている場合

基本原理：弦長とは響板の穴（アイレット）からナットまでの長さです。レ
バーを上げることによってレバーについているフレットで弦長を短くするこ

とによって半音高くなります。しかし高音部のレバーはレバーピンがフレッ

トを兼ねていて、弦を押すことによって張力を与えて半音高くなります。

　ハープは弦の張力によって常に緊張状態にあり、響板を持ち上げ腕木を引

き下げる力が働いていますので弦長はわずかづつ短くなっていくのが宿命で

す。レバーは弦を短くするだけでなく、弦をつかんで押すことによって張力

を変えて正確な半音のピッチになるように調整してあります。カマックハー

プはすべて誤差が１セント以内まで調整することができます。

　開放弦で合わせてレバーを上げたときに半音高くなりますが、その半音高

い音程が合わない場合は次の方法で正しくすることができます。

－その狂いがわずかでしたらナットを回すことによって半音を正しくするこ

とができます。ナットの調整だけで±10セント以上変えることができます。

ナットは先が六角形になっていてネジで腕木に入っていますので、ソケット

レンチでナットを右に回すと張力が弱まり、半音の音程が低くなります。

半音を高くしたい場合は時計廻りに回します。

ナットはサイズが６mm･５mm･４mmの３種類

使っていますので、適合するソケットレンチを

使用してください。写真のようにこの３種類が

一つになったソケットレンチが市販されていま

すので、これが一つあればすべてのナットに使

うことができます。

ソケットレンチ



　

　

　　　

　

　



  

Camac Harps
La Richerais - B. P. 15

MOUZEIL

France

Tel. 02 40 97 24 97

Fax. 02 40 97 79 31

https://www.camac-harps.com

info@camac-harps.com

有限会社  高田ハープサロン
〒106-0031

東京都港区西麻布 4-8-31

　　 レジデンス西麻布 101

Tel. 03 6712  5940

Fax. 03 6712  5941

https://www.takada-harp.com

info@takada-harp.com

ビデオガイド 高田ハープサロンYoutubeチャンネル

レバーハープのチューニング

https://www.youtube.com/watch?v=AHDmUwA_MKQ&t=2s

弦の交換

https://www.youtube.com/watch?v=m64EgWxyU1c

オデッセイ脚取付動画 https://youtu.be/DWgMiR8ig80


